
■令和６年度「悩みやいじめに関するアンケート調査」設問５・６に係る分析■ 

 分析の目的 

本分析は、「悩みやいじめに関するアンケート調査」のうち、設問５「あなたは、自分がい

じめられたら誰に相談しますか。」及び設問６「自分がいじめられたら、“誰にも相談しな

い”と答えた人に聞きます。それはなぜですか。」の回答結果及び内訳、経年変化を基に実施

することで、いじめられた際に児童生徒がどのような相談先を頼ろうとしているか、相談す

ることを躊躇する際にはどのような理由があるのか等を把握するとともに、児童生徒の相談

する力を高め、いじめの問題の早期発見、対処の取組に資することを目的とする。 

 

 

 

 

【設問５の回答結果】 

①「誰にも相談しない」と回答した割合の結果〈校種別・経変変化〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問５ あなたは、自分がいじめられたら誰に相談しますか。（複数回答可） 

    ア 学校の先生   イ 家族   ウ 友達 

エ 電話相談    オ スクールカウンセラー  カ その他      

キ 誰にも相談しない 



②回答結果〈校種別・令和５年度との比較〉                      （％） 

 令和５年度 令和６年度 

 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校 

学校の先生 59.8 40.2 31.8 62.2 47.9 42.3 

家族 79.7 66.1 63.9 76.5 65.8 65.4 

友達 43.8 63.0 68.8 49.0 61.8 66.7 

電話相談 2.7 2.9 4.0 4.4 7.1 6.9 

スクールカウンセラー 2.5 3.5 5.1 5.7 6.7 9.5 

その他 2.0 1.9 1.6 2.5 2.4 2.0 

誰にも相談しない 5.9 10.6 5.9 7.8 9.1 4.7 

※令和５年度より回答割合が増加した回答結果は黄色、５％以上増加した回答結果はピンク色で表示

した。一方、令和５年度より回答結果が減少した回答結果は水色で表示した。（ただし、「誰にも相

談しない」については、回答結果が増加した箇所は水色、減少した箇所は黄色で表示した。） 

 

【設問５の回答結果の分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「誰にも相談しない」と回答した割合の結果〈校種別・経変変化〉について 

・全体の傾向として、平成 27年度から令和６年度に至るまで回答割合は減ってきてお

り、いじめられた際には、他者に援助を求めることが大切であることについて理解を深

めた児童生徒が増えてきていることが要因であると考えられる。いじめの深刻化を防

ぎ、児童生徒の命を守るという視点から、今後も、児童生徒が相談しやすい体制の充実

を図るという方向性は、一層重視していく。 

 

②回答結果〈校種別・令和５年度との比較〉について 

・令和５年度と比較すると、回答割合が増加した項目が多かった。先生や家族、友達など

の身近な存在のほかにも様々な相談先があることについて知る児童生徒が増えてきたこ

とが要因として考えられる。特に、スクールカウンセラーについては、令和６年度より

小学校の年間配置時間数を 69 時間から 140 時間に増加したこと、1 人１台端末の心の

健康観察アプリを活用してスクールカウンセラーにつながりやすくした学校が増えたこ

とも要因の一つと考えられる。 

・「誰にも相談しない」の回答結果について、令和５年度と比較したところ、中学校及び

高等学校は減少したが、小学校は増加した。次の設問６の分析結果等を踏まえ、誰かに

相談することの大切さを児童生徒に伝えるとともに、児童生徒自身が他者に援助を求め

ることの大切さを改めて理解したり、様々な相談先があることについて知ったりする機

会を設けるなど、すべての児童生徒が安心して相談できる体制づくりを引き続き進めて

いく必要がある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

【設問６の回答結果】 

〇回答結果〈校種別〉                                 （％） 

 令和５年度 令和６年度 

 小学校 中学校 高等学校 小学校 中学校 高等学校 

誰に相談するとよいかわからない 7 8 8 27 19 12 

家族に心配をかけたくない 20 16 11 43 32 17 

弱い立場だと知られたくない 3 2 3 14 9 5 

相談したことが他の人に知られることが心配 5 5 2 25 19 8 

相談したことに対する仕返しがこわい 2 1 1 23 16 3 

仲間外れになるのが心配 1 1 1 17 10 3 

相談してもよくなるとは思えない 6 12 21 26 40 34 

今の状態よりも悪くなることが心配 4 4 3 25 22 12 

うまく伝えられない 13 10 8 39 31 18 

自分で解決したい 32 35 39 27 28 32 

その他 8 6 6 13 15 20 

※令和５年度は、設問５で「誰にも相談しない」と回答した児童生徒に対して、最も当てはまる理由を

１つ、個別に各学校において聞き取った結果について、数値は回答した児童生徒の総数を 100％とし

て、各項目の割合を示している。 

※令和６年度の調査は１人１台端末を用いて実施し、設問５で「誰にも相談しない」と回答した児童生

徒が、問６で問５の理由について複数回答したもので、数値は回答した児童生徒の総数を 100％とし

て、各項目の割合を示している。 

※数値は、いずれも小数第１位を四捨五入しているため、令和５年度は、合計しても 100％にはならな

い校種がある。 

※令和６年度の回答結果について、どの校種においても回答割合が二桁となっている項目については、

「その他」を除いて水色枠とした。 

 

 

設問６ 自分がいじめられたら、“誰にも相談しない”と答えた人に聞きます。それはなぜ

ですか。（複数回答可） 

    ア 誰に相談するとよいかわからない 

   イ 家族に心配をかけたくない ウ 弱い立場だと知られたくない 

   エ 相談したことが他の人に知られることが心配     

オ 相談したことに対する仕返しがこわい 

  カ 仲間外れになるのが心配 キ 相談してもよくなるとは思えない 

ク 今の状態よりも悪くなることが心配 ケ うまく伝えられない 

コ 自分で解決したい タ その他 



【設問６の回答結果の分析】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「誰に相談するとよいかわからない」「家族に心配をかけたくない」の回答割合は、どの

校種においても二桁となっている。家族は、共に悩み、成長を支えてくれる存在である

ことを伝えるとともに、小学校４年生以上に配付している相談窓口周知カードなどを参

考に、様々な相談先があることについても伝えていく。（※資料１） 

・「「相談してもよくなるとは思えない」「今の状態よりも悪くなることが心配」の回答割合

は、どの校種においても二桁となっている。過去の相談で失望体験があれば、そのこと

も踏まえ、相談したことを後悔させないような相談体制の充実を図る。特に、いじめの

相談にあたっては、いじめの行為が止んでいること（少なくとも３か月以上を目安とす

る）の確認など、いじめの解消に至るまで対応する必要がある。 

・「「うまく伝えられない」の回答割合は、どの校種においても二桁となっている。相談す

ることの重要性を児童生徒に伝える際は、自分から他者にうまく相談することができな

い児童生徒もいることを踏まえ、全ての市立学校に導入している 1 人１台端末による心

の健康観察アプリの「相談ボタン」を活用してもよいことを伝えるなど、様々な相談方

法があることを伝える。また、アプリによる児童生徒の健康状態の把握や、アプリには

表れにくい児童生徒の様子や心の変化を捉え、心身の不調が見られる児童生徒に対して

は教職員から声を掛けるなど、児童生徒の実態を踏まえて関わることも、引き続き重要

である。 

・「自分で解決したい」の回答割合は、令和５年度はすべての校種において最も高かった

が、令和６年度は回答割合の順位が下がっている。自分で解決しようという児童生徒の

気持ちを尊重しつつ、他者に頼ることは、視野を広げ、心を成長させることにつながる

など、他者に援助を求める大切さが伝わってきている。 

（資料１ 令和６年度版相談窓口周知カード） 


